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委員長　森　田　明　美

提言書案について

　先日はお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございました。

　さて、前回の会議の中でだされたものを提言書案として作成いたしましたので、内容をご確認いただき、ご意見等ございましたら、お手数ですが３月１０日（金）までに事務局にご連絡くださるようお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童支援課　高宮・高橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　４８３－１１５１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線　２２２４
提言書（案）

八千代市子ども行政あり方検討委員会保育園作業部会

前文

八千代市子ども行政あり方検討委員会では、利用者、運営者、市民を交えた作業部会を設け、八千代市の保育園について計２回の議論を重ねて参りました。

その中で、多様な保育施設が整備されるように八千代市の保育内容やサービスの基準の検討をする必要があることを確認いたしました。その為、市全体の保育園状況を定期的に確認し、保育の質の向上を図るため、学識経験者、保育園関係者、保護者代表、地域子育て支援グループ等からなる協議体を設置することを求めます。

なお、受諾法人の選考に関する具体的な提言は下記のとおりでありますので、保育園受諾法人選考委員会の中で取り入れていただけますようお願い致します。

公立保育園を社会福祉法人（民間）に移管する際の条件について

１．引き継ぎ方法について

　ア．受諾決定後、すみやかに既設公立園の職員・保護者と三者での話し合いの場を設定すること。

　イ．受諾決定後、運営が移行されるまで継続的に既設保育園の保育に見学、参加して保育方法を継承すること。

　ウ．合同保育は３ヶ月を目安とすること。

　エ．移管終了までは既設公立園の担当保育士が保育の責任をもち年度内の保育を行うこと。

　オ．移管後も定期的な保育内容の調整をはかるために、一定期間、市の担当者、既設公

立園関係者がかかわる中で、受諾法人および園長、保護者とが会議体をもつこと。

２．移管保育園の事業内容について

　ア．乳児保育（産休明け）を実施すること。

　イ．延長保育（原則として朝７時～夕方７時までの１２時間保育）を実施すること。

　ウ．障害児保育については、対象児童がいる場合は積極的に実施すること。

　エ．休日保育及び一時保育実施園に指定された場合には積極的に実施すること。

　オ．地域子育て支援センター事業実施園に指定された場合は積極的に実施すること。

　カ．収支の公開など財務の透明性を図ること。

３．移管保育園の職員体制について

　ア．当該保育園の職員構成は、市立保育園の職員構成に準じ配置すること。

　イ．保育士の配置基準は、当分の間、平成１８年度の八千代市基準に準じる配置とすること。

　ウ．当該保育園に勤務する保育士については、保育園運営上支障をきたさないよう、年齢構成及び経験年数のバランスを考慮した配置とすること。

　エ．職員については、法人の正規職員をもって充てること。

４．移管保育園の保育内容について

　ア．児童福祉施設最低基準及び保育所保育指針を遵守すること。

　イ．子どもの心身の育ちや安らぎを最大限重視した保育内容であること。

　ウ．保護者とのコミュニケーションを図り、要望事項については、お互いに十分な協議を行なうよう努めること。

　エ．移管後、保護者の活動を積極的に推進し、意見を反映した施設運営を行なう。

　オ．給食おやつについては、出来る限り手作りのものを自園で調理すること。

５．受諾法人について

　ア．受諾法人の募集方法は、出来る限り広く公募をするとともに、法人については既存・新設を問わないこと。

　

６．その他

　ア．応募法人がない場合には、再度移管条件等についての検討を行うこと。

　イ．公立保育園を社会福祉法人（民間）に移管することが無理な施設の場合には、指定管理者によって施設運営を委託することもある。

